
今年もよろしくお願いいたします。子どもたちの健やかな成長と健康を願って、安全で安心でおいしい給食作りに努めて
まいります。３学期もたくさん食べて、風邪に負けずに元気に過ごしてほしいと思います。

日本の学校給食は、明治22年に山形県鶴岡市で始まり全国に広がりました。戦争で一時中断していましたが、ＬＡＲＡ

（アメリカの民間団体）などから援助物資を受けて昭和21年に東京、神奈川、千葉で再開されました。

同年12月24日に麹町小学校の前身である旧永田町小学校で、ＬＡＲＡからの給食用物資の贈呈式が行われ、それ以降、

この日が「学校給食感謝の日」と定められました。

その後、冬休みに重ならない1月24日から30日を「全国学校給食週間」とし、栄養補給に限らず、教育の一環として行わ

れる学校給食の意義や役割について、理解、関心を深める取り組みが全国で実施されています。

本校でも、最初の給食を再現した献立や、郷土料理など特別メニューを作ります。

給食の内容も時代に合わせて変化してきました。当時の代表的な献
立を一例に、学校給食の歴史をご紹介します。

給食の歴史
学校給食の始まりは、貧しい子供たちを栄養不足

から救うためのものでした。
しかし、今では栄養補給の役割の他にも、食品を

選択する能力、食事のマナー、感謝の心、季節の行
事食や地域の食材、郷土食などについて学ぶ教材と
しての役割もあります。
ご家庭でも、給食や食事のマナー、季節の行事に

ついて話題にしてみてください。

食品を選択する能力

感謝の心食事マナー

郷土料理季節の行事食

令 和 ６ 年 1 月 ９ 日
千代田区立麹町小学校
校 長 田村 砂弥香
栄養士 下野 なつき

給食だより感想フォーム
お便りの内容や給食についてなど、ぜひ感想を
お寄せください。


